
          資料 ６ 

「３．福祉と健康」の事業・具体的事業例に反映させるべき事項について（網掛けは既に近い内容が具体的事業例として挙がっているもの） 
 

事業 若者まちづくり会議結果 地域活動団体ヒアリング結果 平成 21 年度円卓会議結果 平成２１年度学区円卓会議結果 追加する具体的事業（案） 

○福祉の担い手・創り手の育 

 成 

   ・福祉の担い手育成のための研修会等の

実施（翔鸞） 

 

○ボランティア活動の促進 ・気軽なイベント実施からのボランティア

参加者の募集 

・障がい者・高齢者施設での学生ボラン

ティア促進事業の実施 

・御用聞きボランティアネットワークの創 

 設 

・地域行事に青少年の地域ボランティアを派

遣する流れの整備 

・寺社仏閣、学校の空き教室などを地域に場

を開放するなど、地域での利用・交流を促す

ための話し合いの機会の設置 

・京都府府民力推進課との連携強化による、

地域活動の支援 

・ボランティア（個人，団体），専門家の

登録制度の検討 

・ボランティア活動の PR も含めた活動報告

の実施（翔鸞） 

 

・ボランティア（個人，団体），専門家の登録

制度の検討 

・ボランティア活動報告会の実施 

・寺社仏閣、学校の空き教室などを地域に

場を開放するなど、 地域での利用・交流

を促すための話し合いの機会の設置 

○福祉教育の推進  ・若い世代が高齢者と気軽に関わることのでき

る機会の増加 

・   

○子育て支援  ・子育てをする親子の交流の場を上京各地に

設置 

・こどもみらい館の小学生利用。幼稚園児と一

緒の際の参加許可 

・子育て情報を必要とする人の元に届くため

の仕組みの整備 

 

  

 

 

 

・子育て情報の発信 

 

○高齢者の生活支援 ・若者とケア必要者との共同生活の支援  ・緊急時を想定した独居老人マップの

作成 

・独居高齢者の地域での把握（桃薗）（聚

楽） 

・老人介護施設の誘致（翔鸞） 

 

○障がいのある方への理解と

支援 

 ・地域と福祉関係者とが繋がることのできるき

っかけづくり 

・大学生による障害者の授産施設の商品開

発・販売サポート事業 

 ・障がいのある方との交流事業の実施（嘉

楽） 

・大学との協働による障がい者の授産施設

の商品開発・販売事業の展開 

○人にやさしいまちづくりの推 

  進 

   ・誰もが歩きやすい安心・安全のまちづくり

（桃薗） 

 

○福祉関係機関相互の情報の

共有化 

 ・地域の福祉施設や障害者施設同士の横の

交流と情報交換ができる「みんなで上京の

福祉を考える、福祉フェスタ（仮）」の開催。 

・福祉関係機関の活動や組織紹介をした内

部向け冊子の作成・配布 

・区役所窓口に「地域情報相談員（コンシェル

ジュ）」を設置 

・福祉関係機関が一同に介するイベン

トの検討 

・必要な情報が行き渡るための情報提

供のあり方の検討 

・福祉関係機関の活動紹介（嘉楽） ・地域の福祉施設や障害者施設同士の横

の交流と情報交換ができる「みんなで上

京の福祉を考える、福祉フェスタ（仮）」の

開催。 

・福祉関係機関の活動や組織紹介をした

内部向け冊子の作成・配布 

○福祉関係機関と住民団体の

ネットワーク化 

  → 福祉関係機関と地域団

体のネットワーク化 

大学と福祉関係機関の連携促進。  ・福祉活動の拠点の確保  ⇒「事業：福祉教育の推進」で触れている。

○心身の健康づくりに関する情

報発信の充実 

   ・健康づくりのための情報提供の強化（翔

鸞） 

 

【新規提案】 

○障がいのある方・高齢者との

出会いの機会づくり 

・障がい者・高齢者施設のオープンデー

の開催 

   ⇒「事業：障がいのある方への理解と支援」

で触れている。 

【新規提案】 

○行政と福祉事業者との情報

の連携 

   ・行政職員とケアマネージャーの「合同ケース

スタディ」の設置 

・行政職員とケアマネージャーの定期的な

情報交換の実施 

 


